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　インバウンドにも古き浪花情緒を求めたく
なる道頓堀だが、100年もの昔、道頓堀は芝居の
見
み

巧
ごうしゃ

者を唸らせる劇場街であり、全国から若い
文化人やアーチストが集う青春の街であった。
「カフェー」に彼らは集まり、意気投合したり、
議論したり、深夜まで騒ぐこともあった。
　「カフェー」には、珈琲専門店、ベーカリー、
ソーダ・ファウンテン、キャバレーなどの営業
形態があったが、郷土研究誌『上方』によると、
大阪での草創期のカフェーは、「パンの会」で著
名な銀座プランタン開店とそう違わない明治
末か大正初期、西区川口に開店したカフエ・キ
サラギである。江之子島の旧大阪府庁舎のドー
ムをエキゾチックにヴェニスの寺院に見立て、
作家や画家が芸術談義を楽しんだ。
　その後、詩歌の「キタルラ」同人が集ったカ
フェ・ナンバや、道頓堀では洋画家足立源一郎
ゆかりの“旗のバー"ことキャバレー・ヅ・パノ
ンが開店する。パノンは、ステンドグラスやビ
アズリーの版画など内装も華やかで、「五色の
酒」のカクテルで知られた。
　現在の道頓堀今井の東側にあったカフェ・パ
ウリスタも有名で、ここでの面白いエピソード
が伝わる。
　“小説の鬼”こと宇野浩二（1891～1961）は、自
伝的小説『青春期』に学生時代の夏、宗右衛門町
の伯父の家に帰省し、昼食後は、翌朝まで、24時
間営業のパウリスタに毎日居つづけたと記す。
珈琲でねばり、書斎がわりにカフェーで過ごす
のは、フランス象徴派や頽廃派の詩人のまねで
あり、大阪の酷暑を避ける手段でもあった。 
店の黒板に「何月何日、午後何時ごろ、ここにゐ
る」と伝言をメモし、パウリスタは宇野の個人
事務所のようになっていく。
　夜も更けて二時三時、店員も減り、客も宇野
だけである。静まりかえった店内。突然扉が
開き、男がはいってきた。つかつかつかと近づ
いてきて「あなたは変わっていますね」と話し
かける。
　こんな夜中でも、いつも、いつまでも店の同
じ所に腰かけているのが変だと男は言うのだ。
しかし、宇野以上に変わっているのは男の風体
で、長髪に「西洋婦人の帽子」をかぶり、赤いリ
ボンを飾った先に「二三箇の小さい人形の首」
がむすびつけられていた。
　このキテレツなファッションの人物こそ「日
本画家でありながら、洋画家のような服装」を
まとい「後に国画会の会員になった」という野
長瀬晩花（1889～1964）その人である。『青春期』
には上野原晩花の名で登場する。

　晩花は、現在の和歌山県
田辺市中辺路町に生まれた。
14歳で大阪の中

なかがわ

川蘆
ろ

月
げつ

に学
んだ後、京都市立絵画専門学
校別科の一期生となる。大
阪には親友のこれまた個性
的な秦テルヲがいて、大正2
（1913）年の文展では、京都
会場前に天幕張り移動式カ
フェ「カフェー・タワー」を
設けて「バンカ・テルヲ展」を
催している。宇野との出会

いも大正はじめだろう。
　深夜の道頓堀。文士らしい風貌の小説家と
近代のカブキ者を装う洒脱な画家。どちらも
二十代の青年芸術家だ。2人のやり取りのうち
に早い夏の朝が白み、牛乳配達の音が聞こえて
きた。
　大正7（1918）年、晩花は、土

つち

田
だ

麦
ばくせん

僊、村
むらかみ

上華
か

岳
がく

、
榊
さかきばら

原紫
し

峰
ほう

、小
お の

野竹
ちっきょう

喬らと国画創作協会の結成に
参加。ゴーギャンを思わせる鮮やかな原色が
作品にひろがる。晩花の長男は黒澤明の助監
督もつとめた映画監督・野長瀬三

さ ま じ

摩地である。
　晩花が当時の道頓堀を描いた作品を見つけ
た（表紙図版）。画帖のなかの一図で「道頓堀の
図」と題され、エプロン姿のカフェーの「女給」
が街を見下ろしている。画面上半分は万国旗
が張りめぐらされ、タケノコのような形に往来
の群衆が描かれる。サインの「火露男」は、晩花
の本名「弘男」を当て字にしたもの。画帖には、
仲間の秦テルオや榊原紫峰の絵もあり、宇野
浩二が小説に書き残した青春の道頓堀の暑い
日々が、晩花の絵によっても、はじめて確認で
きた。
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花か
道頓堀の絵葉書。通りをまたいで万国旗や芝居小屋の旗が吊ら
れている。

女性用の帽子をかぶった
晩花。伊達男である。宇
野浩二との出会い夜の姿
を偲ばせる。

「広告掲載」のお問い合せは、総合生涯学習センター 6345-5020へ
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